
 

 

 

 

 

 

 

 

 

薫風に希望を託しつつ 

学校長 熊谷 潤平 

毎年のことながら､濃密な４月でした。 

入学式。今年も２０周年記念キャラクター「みどりの風くん」が現れ、

爽やかな語り口で「え・だ・ひ・が・し」に込められた意味・願いを教え

てくれました。みどりの風くんのお話が分かりやすかったおかげか、式の

途中、多くの１年生が、体育館ステージ上方の掲示、「え：えがおであい

さつ」「だ：だれもが安心」「ひ：一人一人みんなちがってみんないい」

「が：がんばろう最後まで」「し：しんじ合おう友達」に気付きました。

大したものです。先日は、１年生の A さんが、事務室前に鎮座するみどり

の風くんの口の辺りを指差しながら、「しゃべってくれないんだよなあ。

どうしてかなあ。」と私に尋ねてきました。 

三日間に渡った授業参観。ここ３年間では一番の来校者数でした。保護

者の皆さんの表情からは、お子さんや学校への期待・願いはもとより、

様々な心配もまた伝わってくるようでした。改めて、皆さんの期待に応え、安心してもらえる授

業、支援をしていきたいと思うところです。 

令和元年度以来、実に４年振りに全校児童が一堂に会し行われた「１年生を迎える会」。６年

生の優しいお兄さん・お姉さんに手を引かれ入場する１年生のなんとかわいらしいこと。迎える

２,３,４,５,６年生も、この会のために、学校の各所を解説する動画を作り、心を込めて校歌を

歌いました。この一年間で、子どもたちの歌声と歌う気持ちは見違えるほど向上しました。校長

からの話の中で、私は、「かわいい１年生が入学してきてくれたこと」「２～６年生のみんなが、

心を込めて校歌や動画などの準備をしてくれたこと」「久しぶりに全校集まって１年生を迎える

会が実施できたこと」が､とりわけうれしかったと話しました。 

４月２１日の朝会。私は、「校長先生の夢・目標」として、「とっても難しいことだけれど、全

校３４５人みんなが『学校って楽しいな』と思えるえだわんにしたい。」と話しました。  

中休み、校庭に出れば、「校長先生、ダンゴムシってどこいるかなあ。」と聞いてくる子、歓声

を上げながらドッジボールに興じる子、さっきまで大げんかしていたはずなのに仲良くバスケッ

トボールをしている子…たくさんのすてきな姿に出会います。日替わりで多くの職員も、疲れた

体に鞭打って、子どもと一緒に汗を流しています。でもその一方で、新しい学年・学級に馴染め

ず、なかなか楽しさを感じられない子、４月の頑張りの反動が来ている子､そもそも学校制度そ

のものが性分として苦手な子もいるかもしれない。 

街を歩いていると、鯉のぼりが薫風に乗り、元気に泳いでいます。私たちの希望を乗せた初夏

の風は、子どもたちの心も上向きにしてくれないだろうか…。そ

ういえば「みどりの風くん」は、その名前からして薫風から生ま

れた風なのかもしれません。ならば、みどりの風よ。えだわんす

べての子どもたちに元気を下さい。 

風に希望を託しつつ、私は私で今日も各教室を回ります。「あ

の子はいい表情になってきたぞ。」「あの子は最近ちょっと元気が

ないな…。」 

風薫る 5 月。また職員と共に「子どもたちが元気になる方策」

を考え、取り組んでいきたいと思います。 
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